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提 出 議 案 と 審 議 結 果
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報告第６号

可決
初山別村防災会議条例の一部を改正する条例の制
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議案第４０号

可決
初山別村国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第４１号

可決
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例の制定について
議案第４２号

可決

初山別村簡易水道布設工事監督者の配置基準及び

資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

議案第４３号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和６年度一般会計補正予算（第３号）
承認第５号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和６年度一般会計補正予算（第４号）
承認第６号

可決令和６年度一般会計補正予算（第５号）議案第４４号

可決
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
議案第４５号

可決令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第４６号

可決
令和６年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）
議案第４７号

可決令和６年度簡易水道事業会計補正予算（第２号）議案第４８号

可決
令和６年度農業集落排水事業等会計補正予算

（第２号）
議案第４９号

可決令和６年度初山別村立診療所特別会計予算議案第５０号

12月
定例会

　
　
月
議
会
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１２

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
条
例
の
制
定
、
改
正
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

１５

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
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議会だ よ り
　
　
条
例

■
初
山
別
村
防
災
会
議
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害

に
備
え
、
防
災
会
議
組
織
の

拡
充
を
図
る
た
め
改
正
。

■
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

→
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
関
係

条
例
を
整
理
す
る
た
め
新
た

に
制
定
。

■
初
山
別
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
令
和
６
年
　
月
２
日
か
ら

１２

被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る

た
め
改
正
。

■
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

→
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い

関
係
条
例
を
整
理
す
る
た
め

新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
簡
易
水
道
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

→
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の

機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
改
正
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計
（
第
３
号
）
専

決
処
分

→
６
１
３
万
円
を
追
加
し
、

　
億
９
７
９
６
万
１
千
円
に
。

２６■
一
般
会
計
（
第
４
号
）
専

決
処
分

→
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

７５
　
億
９
８
７
１
万
９
千
円
に
。

２６【
財
産
管
理
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
旧
診
療
所
東
側
の
有
効
活

用
と
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の

開
催
場
所
と
し
て
の
活
用
。

■
一
般
会
計
（
第
５
号
）

→
１
８
６
７
万
円
を
追
加
し
、

　
億
１
７
３
８
万
９
千
円
に
。

２７【
学
校
管
理
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
派
遣
業
務
委
託

が
減
と
な
っ
た
理
由
、
事
業

効
果
は
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
北
海
道
か
ら
の
職
員
派
遣

と
な
り
、
旅
費
、
費
用
弁
償

で
の
対
応
と
な
っ
た
。
事
業

を
実
施
し
２
年
目
に
入
っ
て

い
る
が
想
定
以
上
の
効
果
が

あ
る
と
感
じ
る
。

【
岬
セ
ン
タ
ー
運
営
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
管
理
運
営
委
託
料
が
重
油

の
高
騰
の
た
め
増
と
な
る
が
、

使
用
量
は
増
え
て
い
る
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
重
油
単
価
は
　
円
の
増
、

１９

使
用
量
は
見
込
み
で
１
万
１

千
Ｌ
か
ら
２
千
Ｌ
程
度
増
と

な
る
見
込
み
。

【
土
木
使
用
料
】

垢
 髙
場
議
員

　
村
の
方
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
情

報
発
信
し
て
い
る
が
、
公
園

キ
ャ
ン
プ
の
入
込
に
対
す
る

認
識
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
等
に

よ
っ
て
キ
ャ
ン
プ
場
の
人
気

が
上
が
っ
て
い
る
と
推
察
す

る
。
今
後
も
更
に
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
運
営
を
し
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

→
　
万
７
千
円
を
追
加
し
、

５９
２
億
１
６
６
１
万
４
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第

２
号
）

→
１
０
２
７
万
５
千
円
を
追

加
し
、
２
億
１
６
６
１
万
７

千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
（
第
１
号
）

→
３
４
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、
２
４
７
５
万
７
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第

２
号
）

簡
易
水
道
事
業
収
益

→
　
万
５
千
円
を
追
加
し
、

６４
１
億
９
５
３
２
万
４
千
円
に
。

簡
易
水
道
事
業
費
用

→
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

６１
１
億
９
６
５
２
万
５
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
等
会

計
（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
等
収
益

→
１
１
３
万
３
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
３
８
２
万
１
千

円
に
。

農
業
集
落
排
水
事
業
等
費
用

→
１
１
３
万
３
千
円
を
追
加

し
、
１
億
７
８
１
８
万
８
千

円
に
。

　
　
予
算

■
初
山
別
村
立
診
療
所
特
別

会
計

→
村
立
診
療
所
運
営
の
た
め

１
２
０
０
万
円
を
計
上
。

　
　
そ
の
他

■
有
明
跨
線
橋
更
新
工
事
請

負
契
約
の
変
更

→
契
約
金
額
５
０
６
０
万
円

を
５
２
７
５
万
６
千
円
に
変

更
。

　
　
発
議

■
初
山
別
村
議
会
の
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

→
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
改
正
。

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

そ

の

他

条

例

補

正

予

算

予

算

烏

発

議
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農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い

て議
員

　
農
業
現
場
に
お
い
て
は
、
人

の
確
保
が
何
よ
り
必
要
で
あ

り
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
年
、
初
山
別
村
農

業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
が
、
担
い
手
の
見
込
み
は

ど
う
か
。酪
農
に
従
事
し
て
い

る
人
は
少
な
い
が
体
調
不
良

で
経
営
を
続
け
ら
れ
な
い
残

念
な
事
情
も
あ
る
。水
稲
部

門
で
は
既
に
担
い
手
対
策
を

行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
簡
単

で
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。し
か

し
、
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
村

の
農
業
は
良
く
な
ら
な
い
。酪

農
の
担
い
手
対
策
と
し
て
、
村

だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
や
ヘ
ル

パ
ー
組
合
と
協
力
し
受
け
入

れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。村
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

村
長

　
始
め
に
現
在
の
本
村
の
農

家
戸
数
は
、
法
人
を
含
め
５

５
戸
で
あ
り
、
内
　
歳
以
上

６５

の
農
業
者
は
　
戸
で
、　

パ
ー

２３

４２

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、
酪
農
に
至
っ

て
は
、
法
人
経
営
２
戸
と
個

人
経
営
の
２
戸
に
お
い
て
は
、

　
歳
以
上
で
あ
り
、
今
後
、

６０

高
齢
化
に
伴
い
順
次
離
農
が

進
む
も
の
と
推
測
さ
れ
、
村
の

農
業
に
お
け
る
担
い
手
対
策

は
、
喫
緊
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、「
地
域
計
画
」
を

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
策
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

事
前
調
査
と
し
て
、
村
内
農

業
者
へ
　
年
後
に
お
け
る
農

１０

業
経
営
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。そ
の
結
果
、
後
継
者
有

り
と
答
え
た
農
業
者
は
、
７

戸
で
あ
り
、
ま
た
、
縮
小
希
望

と
答
え
た
農
業
者
が
　
戸
あ

１５

り
、　

年
後
に
現
状
の
経
営

１０

規
模
以
上
を
維
持
で
き
る
農

家
戸
数
は
、
法
人
を
含
め
　２９

戸
と
推
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。村
に
お
け
る
担
い

手
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
　１８

年
度
に
初
山
別
村
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
平
成

　
年
度
に
は
、
当
時
の
オ
ロ
ロ

３０ン
農
協
の
構
成
３
町
村
で
あ

る
、
遠
別
町
、
羽
幌
町
、
初

山
別
村
で
オ
ロ
ロ
ン
地
区
担
い

手
確
保
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
る
も
い
農
協
に
合
併

後
も
引
き
続
き
、
広
域
的
に

担
い
手
対
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
状
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
水
稲
、
酪

農
の
区
分
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
酪
農
へ
の
新
規
就
農
に
は
、

初
期
投
資
に
多
額
の
費
用
が

掛
か
り
、
現
状
の
支
援
対
策

で
は
十
分
な
金
額
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ

の
点
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の

中
で
も
検
討
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
畑
作
水
稲
部
門
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
も
継
続
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。新
規
就
農
の

募
集
に
当
た
っ
て
は
、
待
っ
て
い

る
だ
け
で
は
、
就
農
希
望
者
が

村
に
来
る
可
能
性
は
低
い
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
に

お
い
て
は
、
年
３
回
開
催
さ
れ

て
い
る
北
海
道
新
規
就
農
フ
ェ

ア
や
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
て
い

る
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
に
農
協
、

農
業
委
員
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
出
展
し
、
新
規
就
農

者
の
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
北
海
道
大
学
酪
農

サ
ー
ク
ル
の
現
地
酪
農
見
学

の
受
入
を
行
い
、
村
内
の
酪
農

家
２
件
で
の
視
察
及
び
体
験

を
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。そ
の
様
な
募
集
活
動

の
中
か
ら
１
人
で
も
多
く
の
人

達
に
村
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

村
の
農
業
、
そ
し
て
酪
農
業
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
担

い
手
確
保
に
繋
が
る
よ
う
、
今

後
も
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
、
酪
農
の
担
い
手
対
策
に
つ

い
て
は
、
全
国
的
に
酪
農
家
の

減
少
が
加
速
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
村
に
お
い
て
も
、
高
齢

化
等
に
よ
り
経
営
を
断
念
せ

ざ
る
得
な
い
酪
農
家
が
出
て
く

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

国
の
対
策
を
見
極
め
な
が
ら
、

る
も
い
農
協
を
は
じ
め
と
し
、

関
係
機
関
等
と
連
携
を
密
に

し
、
有
効
な
支
援
策
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
酪

農
の
担
い
手
を
確
保
す
る
う
え

で
は
、
今
般
の
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
就
農
後
の
休
日
の
確
保

と
い
う
点
で
は
、
中
留
萌
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
が
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な

る
こ
と
か
ら
、
利
用
組
合
と
も

十
分
に
協
議
し
、
受
入
体
制

の
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
が
あ
る
の
で

は
。

村
長

　
発
信
は
重
要
な
視
点
と
思

う
。
来
て
い
た
だ
く
環
境
作

り
も
大
事
と
思
う
。

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ 酪農の担い手対策とし

　  各機関と協力した体制としては

Ａ　関係機関と十分に協議し
　　　　　受入体制の整備を検討したい



迂

議会だ よ り

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

年
末
年
始
穏
や
か
に
過
ご
さ

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
温
暖
化
、
異
常
気
象
、

高
海
水
温
と
聞
い
て
何
年
の

月
日
が
経
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　
昨
年
も
各
地
で
、
地
震
や

大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
先
般
も
大
雪
が
発
生
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
一
日
の
平
均

気
温
が
過
去
最
高
等
、
気
象

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
い
つ
ど
こ
で
災

害
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ

れ
、
平
安
な
一
年
で
有
り
ま

す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
・
加
藤
　
一
裕
）

　
編
集
後
記

　
令
和
６
年
度
学
校
定
期
監
査
を
　１１

月
　
日
に
村
内
小
中
学
校
で
実
施
。

１４
　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

・
令
和
５
、
６
年
度
配
分
予
算
実
行

状
況
。

・
施
設
の
管
理
状
況
、
備
品
整
理
保

管
状
況
、
理
科
薬
品
等
の
保
管
状
況
。

２
　
監
査
結
果
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、
伝
票
経

理
事
務
、
各
備
品
台
帳
の
整
理
、
備

品
の
整
理
、
保
管
は
、
概
ね
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等
は
、
適

正
と
認
め
ま
し
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
等
の
整
理
、

保
管
は
、
適
正
と
認
め
ま
し
た
。

議　　会　　の　　う　　ご　　き

１２　　　月１１　　　月

議会運営委員会（委員長外全委員及び議長）

3

議会改革特別委員会（委員長外委員全員）５

議会全員協議会（議長外全議員）監査委員・補助職員研修会（監査委員・札幌市）７

例月出納検査（監査委員）１１
北海道後期高齢者医療広域議会定例会

（議長・札幌市）
１１

第４回定例会（議長外全議員）１２例月出納検査（監査委員）

１３

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１２全国町村議会議長全国大会（議長・東京都）

１　　　月学校定期監査（監査委員）１４

二十歳のつどい（議長外議員多数）４子ども議会（議長外全議員）１８

初山別救難所出初式（議長外議員多数）

７

北海道町村議会議員公務災害補償等組合議会臨時

会（議長・札幌市）
２６

初山別村消防団出初式（議長外議員多数）北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）１４
羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会（髙場議

員・羽幌町）
２９

例月出納検査（監査委員）１５１２　　　月

北留萌消防組合議会定例会（斉藤議員・羽幌町）２

学
校
定
期
監
査




